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日本の海藻研究に，いくつかの流れがるるとすれば，

その一つは旧東北帝国大学の田原正人 (1884-1969)に

由来する流れであろう。したがって，現在もなお，多

かれ少なかれ，この流れをくむ研究者たちがL、ること

は確かで、ある。

東北帝国大学理学部生物学教室は 1921年(大正 10)

4月に創立され，動植物学を合併した 6全講座のうち，

第3講座が植物分類および形態学で，回原は創立と同

時に第八高等学校(名古屋)から，ここへ助教授で赴任

した。かれは直ちに欧米留学を命じられ， 1923年に帰

国して教授となり，植物形態学を担当することとな

った。

田原の研究は大別して三つの分野に分けられる。第

1はキク属植物を中心とする細胞遺伝学的研究で，そ

の成果は倍数性の発見その他として知られている。第

2は日本に固有の毛主果植物としてコウヤ 7 ヰ，カヤな

どの形態学および限発生の研究である。そして第3が

ホンダワラ属を中心とした Fucalesの減数分裂， 生

殖巣形成，隆発生など、の研究で‘あった。

生殖巣の形成については，従来 NIENBURG(1912) 

らによって，舌状細胞がその基底に付着残留すること

が知られていたが， 田原の研究により，それは Sar-

gassum属の中の亜属 Phyllotrichiaその他に悶有の

現象で， 他の亜属 Bactrophycusでは舌状細胞は早

期に分離し，また他の亜属 Micracanthaでは後期に

分離することが知られた。これらについて，舌状細胞

の非分離を最下等，後期分離を中等，早期分離を高等と

する系列を考えることができた(田原 1940，T AHARA 

1940， 1941}。

減数分裂については， Fucales全般にわたって蔵卵

器中に 3回の分裂により 8核が生じのち Sargassum

では8核をもったまま蔵卵器が l個の卵となり， 8核

のうち 1核が受精して発生にあずかり，他の7核は退

化消失することを証明した。 また Fucusでは8核が

それぞれ 1{闘の卵に含まれる結果，1{悶の蔵卵器中に

8個の卵が生ずることが知られ，これら 8核卵と 1核

卵の中聞にそれぞれ中間型の卵をもっ植物が体系的に

配列された (TAHARA und SHIMOTOMAI 1925，猪

野 1944)。

仮根形成については Fucusのように l個の第 1次

仮恨を生ずるものから Sargassumその他のように

8個-32個のそれを生ずるものまで，各種のタイプが

あることが明らかになった(猪野 1947)。さらに， 8核

をもっ Sargassumの卵を受精後に高張海水で処理す

ると，未受精の核も活性化して眼形成にあずかること

を示した (TAHARA 1927)。この研究はのちに中沢の

海藻の実験発生学的研究に道をひらく結果となった。

田原とともに協力して海藻の研究を行なったのは，

当時の助手下斗米直昌であった。 かれは特に Sal・-

gassumの核分裂について田原と共著論文を発表して

いる (TAHARA und SHIMOTOMAI 1925)。 また当

時の学生で 1927年に卒業した高怯正彦は，仙台の斎藤

報恩会博物館において，海藻の分類研究に従事し，

Ectocaゆusを中心とした研究を進め，のちに弘前大学

へ転出した。 1928年に卒業した岡部作ーは田原の指

導の下にの Fucales卵形成，核分裂，仮根形成など

の形態学的研究を行なった。かれは Cystoρhyllum

si~ザmbrioides および C. tll1・neriの卵が Fuca!es中

最大で，第1次仮恨を 32例形成することを明らかにし

た (OKABE1929)。

猪野俊平は田原の指導を受け 1930年に卒業した。

学生時代から Fucales各種の幼隆における仮根ので

き方を総合的に研究し，その後北海道大学へ就職して

からもこれを展開し，さらに紅藻の発生についても研

究し，新制大学発足にあたって岡山大学教授となり，

大森長朗，広江三樹三郎ほか多くの弟子たちに海藻研

究を伝えた。 Fucalesの発生に関する猪野の研究は，

各属，各種を通じて， l、ずれも減数分裂を通して蔵卵器・

内に8核が生じ，のちに何個の核が卵形成にあずかる

かによって，卵の大さと数とが体系的に統一されるこ

と，また幼腿の仮根数が卵の大さと平行関係を示すこ

とを明らかにした (INOH1932，猪野 1944)。紅藻の

研究では，真正紅藻について単純から復雑にわたって，

いくつかの型に発生を区分し，それによって系統を考

え，系統的に原始的なものほど‘発生様式が単純で，ま

た}j包子が小型であることを示した(猪野 1947)。

つづいて 1931年に卒業した富田広五郎は，のちに阿

部と改姓し，浅虫臨海実験所において， Fucalesの減

1) 昭和 55年9月 30日 日本藻類学会講演会における講演の要旨



数分裂と!路発生の研究を行なった。特に注目すべきこ

とは Coccophoraおよび Sargassumの卵が受精する

ときに，受精突起が生ずることと，その点が仮恨形成

点となる発見である (ABE1941)。類似の現象は Cy-

stoselraについてドイツ人 KNAPP(1931)により知

られていたが，阿部はこれを別の属で確認したので‘あ

る。のちに阿部は健康を害し， {III台でf呆養中のところ，

惜しくも 1945年 12月に死亡した。

阿部以後に田原の門下として海藻の研究に従事した

のは 1943年卒業の中沢信午で，また東北大学における

田原門下としては中沢が最後であった。中沢は卒業の

年に Sargassumconfusu1nの未受精卵を高張海水で

処理し，単為生殖的に分裂がおこるのを確かめた。つ

づいて S.tortileの卵をタービン式遠心器で超遠心

すると，卵内容が層状に分離するにもかかわらず，仮

根形成の位置はそれに影響されず，もっぱら卵の本来

の形によって仮根の位置が決定することを明らかにし

た (NAKAZAW A 1951)。 これが出発となって，かれ

は細胞の極性と形態形成に研究の中心をおくこととな

った (NAKAZAWA1961)。

田原は 1946年に東北大学を退職し， 1949年に横浜

市立大学教授となり， 1956年に引退して神奈川県二宮

に住んでいたが 1969年2月17日に老衰のため他界し

た。下斗米は 1929年に広島大学へ転出し， 1963年に

同大学教綬を停年退職し，現在は盛岡に住んでいる。

岡部は広島女子短大へ転出し，さらに共立女子大教綬

となり， 1977年に退職し現在神奈川県相模原に住んで

いる。猪野は岡山大学を 1972年に停年退織し現在|崎

山に住んでいる。したがって，閏原門下で現職にある

のは中沢のみである。

田原から中沢への海藻研究の流れは，山形大学で安

部守，嵯峨直恒らに伝えられた。 安部は Fuca¥esの

初期発生について，また嵯峨は Laminal・taの形態形

成について，新しい研究を進めつつある。

原稿作成にあたり，木村有香，岡部作一，猪野俊平，

田中隆荘，草薙昭男の諸氏に教示を受けたことに対し
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